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リーダーシップの共有的発揮形態と仕事意欲との関連についての基礎的検討













































































































性がより高まることが予測される （仮説 2 ） 。
3 ．方法








回答者自身が封筒に質問紙を封入することとした。なお，調査 1 と調査 2 では，同一の
質問内容への回答を依頼した。
この手続きにより， 2 回に分けて質問紙調査を実施した。調査 1 （time 1 ）は，2009








3 － 2 ．分析対象者：
調査 1 および調査 2 の両方に回答した看護師から，師長，副師長，主任を除く一般看
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あった。
3 － 3 ．調査内容：







3 － 3 － 2 ．業務要求認知度
三隅（1978）のPM尺度の圧力P行動を参考に，師長が厳しく業務行動を求める業務
要求が高く厳格な環境であるかを，「師長が仕事量をやかましくいう」，「師長はときに
は看護師を厳しく叱る」の 2 項目を作成し測定した。「当てはまらない」（ 1 点）から，
「当てはまる」（ 5 点）の 5 件法で回答を求めた。









看護師として）勤務し続けたい」（ 7 点）の 7 件法で回答を求めた。
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4 ．結果
4 － 1 ．各変数の作成・基礎的検討
各測定変数について，分析対象者の回答データから信頼性係数を中心として算出し，





































 平均値 SD 度数 平均値 SD 度数 平均値 SD 度数
リーダーシップの共有的発揮度 3.73 (.69) 162
業務要求認知度 2.86 (.99) 161
病棟勤続意欲 4.69 (1.86) 176 4.90 (1.72) 60 4.41 (1.93) 99
病院勤続意欲 4.51 (2.00) 176 4.62 (1.91) 60 4.28 (2.06) 100
看護師勤続意欲 4.78 (1.82) 175 4.98 (1.72) 60 4.47 (1.89) 99
チームワーク 3.73 (.72) 179 3.66 (.75) 60 3.74 (.68) 101
モチベーターモラール 3.68 (.67) 179 3.62 (.66) 60 3.72 (.64) 101
会合評価 3.39 (.71) 177 3.44 (.66) 58 3.38 (.75) 101
業績規範 3.15 (.68) 179 3.23 (.65) 60 3.12 (.70) 101
次に，予測に基づき，リーダーシップの共有度と，モラール，および勤続意欲との関
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の相関関係がある傾向が示された（rs >.17, p <.10）。看護師経験年数を統制した場合で
も，リーダーシップ共有度とモチベーターモラール，会合評価，および病院への勤続意

















相関係数 .135 .267 .096 .158 .157 .226 .165
有意確率




相関係数 .152 .606 .585 .572 .470 .415 .258
有意確率




相関係数 .249 .595 .527 .494 .542 .445 .284
有意確率




相関係数 .085 .568 .521 .344 .488 .253 .220
有意確率




相関係数 .180 .568 .481 .352 .533 .634 .394
有意確率




相関係数 .185 .457 .505 .460 .546 .472 .393
有意確率
（両側） .020 .000 .000 .000 .000 .000 .000
会合評価 Pearson の
相関係数 .250 .416 .407 .259 .639 .493 .461
有意確率
（両側） .002 .000 .000 .001 .000 .000 .000
業績規範 Pearson の
相関係数 .175 .251 .259 .241 .417 .418 .491
有意確率
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3 ， 4 から示された結果は，概ね仮説 2 を支持するものであった。

















相関係数 .099 .165 .112 .263 .070 .184 .142
有意確率




相関係数 .135 .714 .604 .625 .607 .516 .297
有意確率




相関係数 .178 .702 .579 .696 .640 .573 .406
有意確率




相関係数 .145 .612 .570 .553 .660 .458 .390
有意確率




相関係数 .284 .643 .669 .558 .603 .674 .378
有意確率




相関係数 .118 .604 .624 .651 .602 .512 .448
有意確率
（両側） .383 .000 .000 .000 .000 .000 .001
会合評価 Pearson の
相関係数 .222 .546 .563 .471 .692 .533 .585
有意確率
（両側） .097 .000 .000 .000 .000 .000 .000
業績規範 Pearson の
相関係数 .193 .323 .392 .374 .399 .501 .602
有意確率
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相関係数 .168 .330 .106 .127 .220 .283 .170
有意確率




相関係数 .171 .546 .558 .555 .421 .373 .226
有意確率




相関係数 .305 .527 .498 .364 .472 .386 .189
有意確率




相関係数 .061 .530 .482 .230 .441 .151 .132
有意確率




相関係数 .157 .536 .363 .242 .469 .628 .397
有意確率




相関係数 .272 .379 .433 .374 .485 .468 .316
有意確率
（両側） .007 .000 .000 .000 .000 .000 .002
会合評価 Pearson の
相関係数 .304 .359 .336 .154 .624 .485 .394
有意確率
（両側） .002 .000 .001 .131 .000 .000 .000
業績規範 Pearson の
相関係数 .193 .191 .171 .149 .424 .369 .429
有意確率
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